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日本分子生物学会は研究の公正性に関わる問題を重要視し、これまで精力的

に取り組んで参りました。昨年の年会ではこの問題をフォーラムという形で大

きく取り上げ、その全文公開を今月中に行い、今後の公正性についての取り組

みについての総括も行う予定でいます。 

 
本年１月に理化学研究所から Nature 誌に発表された STAP 細胞樹立にかか

わる論文２報の著者には、本学会員が含まれますが、これらの論文および第一

著者の以前の論文に関する生データ（画像）の取扱いや実験方法記述について、

各種報道や WEB 上において多くの問題点が指摘されていることを、本学会とし

ては大変憂慮しています。日本の科学をリードする研究機関の一つである理化

学研究所が、可能な限り迅速に状況の正確な報告について公表されるとともに、

今後の規範となるような適切な対応を取って下さることを本学会は期待します。 


